
資料３ 

 

 

ＩＳＯへ整合させる図記号のパブリックコメントについて 

（募集期間：平成 29 年 2 月 1 日～3 月 3 日） 

 

１．件数 

８７件（意見総数９２件） 

内訳 

温泉 ３６件、ベビーケアルーム ３６件、救護所 ４件、駐車場 ２件、全般 １４件 

 

２．ご意見の内容 

別紙のとおり 

 

３．ご意見に対する回答 

＜基本的な考え方＞ 

・今回の改正は、２０２０年の東京オリパラを契機として、日本人だけではなく外国人観光客にも

分かりやすい図記号とするため、各国の合意により国際的にオーソライズされているＩＳＯ規格（国

際規格）との整合化の観点から、現行のＪＩＳ図記号のままとするのか、又はＩＳＯ図記号に変更

するのか否かを審議するものです。 

・日本人、外国人（６カ国）各々１，０００名以上の人々を対象に、現行のＪＩＳ図記号とＩＳＯ

の図記号のどちらが分かりやすいのか、アンケート調査をした結果、日本人・外国人ともにＩＳＯ

図記号の方が分かりやすいとの結果が出たため、温泉・案内以外の５つについてはＩＳＯ図記号を

採用し、２年間の移行期間を設けました。 

（アンケート調査結果はニュースリリースでご覧になれます。 

URL: http://www.meti.go.jp/press/2016/02/20170201001/20170201001.html ） 

・JIS そのものは任意であり強制力はありません。（移行期間も含む） 

 

＜温泉＞ 

・アンケート調査の結果、日本人と外国人とで評価が分かれたため両方採用しました。 

・表示者の判断で使う図記号を選択できます（並べて表示するという意味ではない） 

・寄せられた意見の大半はすでに「JIS Z8210 改正原案作成委員会」で議論した内容です 

 

＜ベビーケアルーム＞ 

・寄せられた意見の大半は子育ての方法や権利に関連する内容であり、図記号の委員会で審議でき

ない内容が含まれています。 

 

 上記の点から鑑み、現行案のままで特段問題ないと考えます。 

 



別紙

分類 ご意見

1 温泉 ５．４．９ｂの温泉マークは、混浴を連想させて日本の風俗を誤解させることはないでしょうか？今から入浴している人を１人には変更できないでしょうか？

2 温泉
ISOの新マ－ク導入は国際政治の流れとして使用せざるを得ないが、あくまで案内板など温泉地のマ－クとして使用。従来のマ－クと併用して使用するのが適当と
考えます。

3 温泉
他国では温泉はほとんど水着着用の混浴であるため日本での裸で入浴する温泉と言う意味では違っていると思った方が良いと思います　このことからも同一の
マークを使用する事は行わない方が良いと思います　よって現行のマークを使用することを推奨いたします

4 温泉
併用も反対です。温泉マークはJISのままがいい！ISOのマークは、温浴施設の案内看板アイコンか施設の平面図に外国人向けでいいと思います。縮尺された地
図に、ISOのピクトグラムが入った地図は見にくく、バランスがとても悪いと思います。なのでISO案に反対致します。

5 温泉
我が、群馬県磯辺温泉が温泉マーク発祥の地として、現行の温泉マークをシンボルとしています。同じ県民としてこのマークに愛着があり、残して頂きたいと思いま
す。今回は併用とのことですが、併用というのはお客様にわかりにくい為、現行のもののみの採用でお願いします。

6 温泉 今まで使用していた温泉マーク（既存のもの）で統一した方が良いと思う。マークが二つある（併用）のは結局は混乱のもとだと思う。

7 温泉
追加案の温泉マークは、中央の人物が両側の人物より小さく描かれているので、親子３人で入浴しているように見える。婚期を逃した独身者や子に恵まれなかった
夫婦にとっては、不快なことを連想させるマークである。３人同じ大きさにするなら人物を描いてもいいと思うが、そうでないなら追加案に反対である。

8 温泉

温泉のマークは、他のマークとは違い 日本の文化の一部であり、温泉を楽しむ事は、訪日旅行の目的の上位を占めています。私は、観光案内所で多くの外国人
旅行者の方々に日本全国の温泉地を案内していますが、温泉♨･を楽しむのは、日本でしか体験する事が出来ない事をしたいという、日本独自のものが目的なの
です。ですから、各地の温泉地の歴史（怪我をした動物が湧き出たお湯に浸かったとか、偉いお坊さんが温泉を掘り当てた、など）温泉の入り方やマナー、温泉の
効能、そして案内の最後に必ず温泉♨･マークを書いて 湯気三本、三回 温泉を楽しんでくださいと伝えます。皆さんが温泉♨･マークをとても 面白い！ユニーク
だ！と言って喜んでいらっしゃいます。温泉♨･マークは、決して分かりにくいものではありません。マークを変える必要はなく、日本独自のものを守り、説明する努力
が必要なのです。日本独自のもの、ユニークなものが守られなければ 日本への旅行は魅力が無くなり訪日旅行は一時のブームで終わるでしょう。観光立国を目指
しているのですから、独自のものは守らなければいけないと思います。温泉♨･マークは、文化です。従来のマークを使用すべきです。

9 温泉
温泉マークは変更しない。日本文化としての温泉、諸外国の温泉と異なる。よって、ISO規格の温泉と異なる日本文化としての温泉として、現在のマークを国際的に
アピールすることに力を注ぐことが望ましい。その他、日本固有の文化的でない内容については、例えば、公共施設などは、ISO規格に準じて、変更すれば良いと
思います。日本人が、外国に行って、わからない困るような日本独自のマークについて、ISO規格に準じて変更することが望ましいと思います。

10 温泉

反対。日本人と外国人ともにアンケートで、新しい地図記号が分かりやすいと出たというが本当か？アンケートなどいくらでも数字をいじることが可能であるし、具体
的な数字が全く記載されていない。「卍」や「温泉マーク」の件がある。信用できない。政府は外国人が分かりにくいとか差別だとか少しでもいえば、日本人の意見な
ど全く考慮せずに、ホイホイと変更する。「卍」や洗濯表示の件がいい例。日本で生活している日本人のための表記が、最も重要視されるべきもののはず。いくら、
国際標準だろうが、日本国内で暮らす日本人が分かりにくければ意味がない。外国人が分かりやすいからとは、本末転倒。日本はだれの国だ。日本政府はどこを
向いている。そんなにまでして外国に阿りたいか。
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別紙

11 温泉

世界共通で視認できる公共図記号（ピクトグラム）をISOが決定し、温泉マークに人を入れた案を採用したのは承知している。しかしながら、JISによる温泉マークは、
明治以来使用されている現在の温泉マークを公式に認定してもらいたい。理由としては以下の通りである。
１．温泉は日本の観光の中で中枢となる独自の文化で、英語においても、hotspringsやspaではない「ONSEN」として世界に定着しつつある。それを表すマークは、明
治以来の伝統あるマークとして、日本人の中に存在している。
２．外国人が温泉の入り方や温泉マーク等わからないことに関心を持ったらそこで説明することが、旅の好奇心になる。そのことが日本観光の中でエキゾチシズム
を感じる魅力となろう。
３．緊急避難、安全確保などリスク回避で必要とるピクトグラムは、誰でもわかる視認性が重要となるのは理解できる。しかし、それぞれの文化圏における独自文化
は、その国がどのような哲学を持っているかが判断の基盤になると考える。
４．従来のマークを継続することで、日本の独自の「ONSEN」がシンボルになるのではないだろうか。現在のマークを維持することのマイナス点が不明である。単に
外国人がわからないから変えるより、その独自性と、しっかり維持していくという判断の精神性を大切にしてほしい。

12 温泉 温泉は日本の誇るべき文化ですので、日本標準の5.4.9a　(JIS) をISO規格にするよう、働きかけをお願いいたします。

13 温泉
温泉の図記号について　３人入浴の図柄だが、両親と子供を容易に連想する図柄で、ひとり親家庭などへの配慮がないのではないか。現行ＪＩＳが最良と思われる
が、それができないなら人数を一人にするなどしてはどうか。

14 温泉
反対。アンケートで日本人も外国人もわかりやすかったからと理由づけされていたが、％表示が全くない。そもそも、導入前提のアンケートなど、導入のための根拠
にならない。今の政府は、外国人が分かりにくいなどの苦情を入れれば、全て何でもかんでも変更する。「卍」も「温泉マーク」も洗濯表示も、すべてこれまでの流れ
や日本人の意見はお構いなしで、変更し、または変更しようとする。日本国内の話なのだから、日本人優先の政策を求める。

15 温泉

温泉マークの変更について。私は温泉マーク変更には反対です。併用できることにほぼ決まりそうですが、それでもやはり二つはいらないと思います。確かに外国
人の方にはパッと見ただけでは温泉と理解してもらえない可能性もあるとは思います。温泉マークは日本の文化であり、歴史があります。その歴史を外国人観光客
にしっかり教えるのもおもてなしであり、観光だと思います。ただのマークと思っているのであればそれは非常に悲しいことであり、その認識を変えてほしいと願いま
す。それに温泉マークの認識の違いが外国人観光客にそんなに不都合だとも思えません。駐車場や乳幼児施設に関しては、緊急性を要したり周りの迷惑にもなる
ことを考えると変更した方がいいように思いますが、温泉施設がホットコーヒーを出す店と間違えたからって、暖かい食べ物を出す店かと思ったと思われても、逆に
暖かい食べ物もある施設や旅館もあるだろうし、違ったとしてもそんなに影響を及ぼすとは思えません。JRや旅行関係者の方々も委員会メンバーにいるようでもち
ろん外国人観光客のことはプロなわけですが、ぜひ日本の文化を伝えるという考えを持って対応してもらいたいと思います。つたない文章で申し訳ありませんが、
何卒温泉マークの併用を考え直してもらい、昔からの温泉マーク一つに統一していただきますよう重ねてお願い申し上げます。
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別紙

16 温泉

海外の人間に、温泉マークが分かりにくいという問題。
根本の問題は、日本文化が海外の人間にとって全くの異文化であるという点にある。
つまり、温泉マークを幾ら弄ろうと”外国人にマークの意味が理解されない”問題は解決しない。
この点で、経済産業省が為すべきは、分かりやすいマークを作ることに腐心するのではなく、マークの意味をより広く周知する努力にあるだろう。そして、日本独自
のマークは、背景にある日本文化と共に、観光資源にさえなり得ると確信する。
安易に日本独自のマークを捨て去る所業は、京都の木造寺院を国際規格だからとコンクリート鉄筋に建て替えるような愚かしさに思えてならない。私はオーストラリ
アを訪れたことがある。そこには、カンガルーの絵柄の看板があった。これは何かと聞けば、動物注意の看板だという。日本にこんなものがあってもよく分からない
が、オーストラリアなら分かりやすいマークに思えた。オーストラリアには、オーストラリアに最適なマークというものがある。仮にオーストラリアに「ピッチャーがボー
ルを投げ、バットでバッターが打ち返す球技」のマークがあったとしよう。日本人なら、１０人中９人ぐらいは野球のマークだと思うに相違ない。違っていても精々ソフト
ボールだろう。だが、オーストラリア人は違う。大抵の人間はクリケットのマークと答える。
マークが、伝えたい情報を１００%伝えたとしても、持っている常識が違うと思惑が外れるというのは有り得る。何故こんなことが起きるかといえば、持っている文化が
違うからだ。だからといって、日本人がオーストラリアに対して「クリケットやカンガルーは分かりにくいので、もっと一般的なものにしろ」と言うのは可笑しな話だと思
う。それでは一番肝心のオーストラリア人に分かりにくいものになるからだ。チェコで最も有名な温泉地といえば、ヨーロッパ人はカルロヴィ・ヴァリの名を挙げる。こ
こは、世界でも屈指の温泉地だが、ここで温泉のマークとはドリンクを意味する。フランスでは温泉水がミネラルウォーターとして飲み水扱いになっている。また、イタ
リアでも古くから飲泉の風習があることは知られている。ヨーロッパ人にとっては、温泉とは飲み水という意識がある。お湯と聞けば飲み物と思うか、お風呂をイメー
ジするか。ここに欧州人と日本人の文化の違いがある。だから、温泉マークのようなお湯を想起させるマークに対してお風呂を意識し辛いのだ。マークはお湯で有
る事を正しく伝えている。しかし、そこからイメージするものが我々日本人とは根本的に違う。日本の高温多湿で火山国という風土。これから生まれた温泉文化は、
日本のオリジナリティに溢れている。だからこそ海外には珍しいものと映るし、観光資源になり得るのだ。温泉マークが海外に分かりにくい。当たり前の話だ。日本
にしかない物なのだから。マーク一つで日本文化を説明するなどそもそも不可能だ。不可能と分かっていながら挑戦し、事前に分かり切っていた失敗をその通りに
する人間を、私は間抜けと定義するだろう。経済産業省が為すべきは、マークを換えることでは無い。マークの意味する日本文化を正しく周知することだ。そもそも、
経済産業省の人間は、海外のことを良く知らないのではないかと不安になる。海外を知らないから、日本の何が海外と違うのかが分からないのではないか。マーク
一つで外人が温泉を理解すると思うようなら、異文化の理解が極めて浅薄だと言わざるを得ない。日本の温泉文化をどれほど理解しているのか。海外の温泉とは
何が違うのか。何故海外の人が日本のマークを見て戸惑うのか。経済産業省の人間は、そこをもう一度問い直すべきだと考え、ここに意見を送るものです。

17 温泉

現行の温泉マークや寺院の地図記号などは、歴史といわれのある立派な日本の文化。外国人の意見ばかりを聞き、一方的に譲歩・迎合することのどこが国際化
か。そんなことは国際化のおよそ正反対。自分の歴史や文化を大切にせず、簡単に捨てる国は世界中から軽蔑される。日本人として恥ずかしい！日本の文化を胸
を張って紹介し、訪日外国人に勉強させ、定着させることこそが観光立国。勘違いするな。温泉マークを含む案内記号を外国人にわかりにくいとの理由で変更を加
えることに断固反対！国際化、観光立国をはき違えるな！！

18 温泉
温泉図記号についてＪＩＳ記号とＩＳＯ記号の併用に反対です。現状のＪＩＳ記号の温泉マークのみの単独使用を支持します。併用では現状維持です。日本の温泉利
用は「裸」で、外国の温泉利用施設は「水着」着用です。従来のＪＩＳの温泉記号を使い、日本では、温泉利用施設では「裸」で入浴することを知らせることも必要で
す。

19 温泉

温泉マークは現行のままにして頂きたくお願いします。「強制力はない」といっても、JISが変えられたら、律儀な日本人はJISに合わせて行くことと思います。温泉
マークは、日本人に深く浸透し、またシンプルで優れたデザインです。この改定は、外国人に分かりにくいから、との理由のようですが、ここは日本です。日本の温
泉マークはこれ、と理解して頂ければいいことです。「このマークを見たら日本に来たと思う」と感じて頂けるのも一興ではありませんか。リンクは貼りませんが、「五
輪仕様に変更された『温泉マーク』にツッコみが入りまくりｗ」でググって頂けますと、パブリックコメントには寄せられていないかもしれませんが、様々な反対意見が
あるのをご覧いただけると思います。「溶鉱炉に沈む家族の図」「地獄の釜茹でマーク」「ラーメンに浸かる家族」「新しいゆるキャラの顔にしか見えない」そう聞くと、
新しい案のマークは、もうそういうマークにしか見えません。
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20 温泉

わたしたち別府温泉地球博物館は、温泉に関する自然科学・医学・社会科学・人文科学など多岐な分野の研究成果を、出来るだけ平明な表現で世界に向けて発
信・公開しているNPOです。当博物館はJIS Z8210「案内用図記号」の改正（温泉マークを含む）については、日本の伝統文化をないがしろにし、海外からの観光客
誘致に水を差す動きとして反対を表明します。海外から別府にやってきたばかりの留学生（※1）たちが温泉マークの新旧の図柄を見せられ、どちらが適切か尋ねら
れるとはじめはほぼ全員が新マークを選んだ。しかし、旧マークは300年からあることを知ると、みな驚き、全員が「変えない方が良い」と意見を変えた。「この標識は
ただのマークではなくて、日本人における温泉に対するシンボルですよね。 強い文化があるものに外国人は興味を持ちます」と。
※1　出展：APU（立命館アジア太平洋大学）に２０１６年９月入学の１９名が、初めて温泉に入る「入湯式」（  https://www.diversitybeppu.com/blank）
最古の温泉と言われるブルガリアのソフィアでは飲泉がメインで温泉の表示も「ミネラルウォーター」となっており、日本でお馴染のミネラルウォーター、エビアンやボ
ルビックなども温泉を瓶詰したものです。
ヨーロッパでは温泉を医療として保険の対象としているが、その中心は「飲泉」「吸引（うがい）」「シャワー」が中心で温泉に浸かる場合も水着で低温に長時間という
スタイルです。これに反し、日本では熱い温泉に裸で、みんなで入湯する独自の文化を形成しています。日本で使い続けてきた「温泉マーク」は、湯面に漂う湯気を
表した卓越したシンボルであり、湿潤な気候に恵まれた日本ならではの風情ある景色を表しています。そうした背景に乏しい（であろう）新マークを安易に採用する
のではなく、日本の伝統あるマークこそ世界標準にふさわしい、世界標準とまでいかなくても日本においては引き続き使用すべきであり、今回のシンボルマーク論
議を機に官民挙げて日本のonsen文化の発信に取り組み、海外の方たちにonsen文化の魅力を知っていただき体感していただくことで新しい時代の観光客を創出
すべきと考えます。

21 温泉 温泉マークは今まで通りの方がわかりやすいです。それ以外は、新しいマークの方がわかりやすいと思いました。よろしくお願いいたします。

22 温泉

図記号の国際規格整合を進めることに賛成する。
図記号の目的は、言語などの違いにより文字の意味がわからない人が、図記号によって理解を補助するためのもの。だからこそ、世界で同じ図記号を使用するこ
とに意義があるのであって、国際標準化の趣旨からしても、デビエーションを付けてはならない。改正に反対するのは国際規格制定の段階にだけ許され、ＦＤＩＳ決
議の結果は尊重するものである。そもそも温泉の漢字が読める人には、温泉マークは不要なのであって、必要な人に合わせて改正しなければならないのは自然な
こと。
また、世界共通の言語を代用するのが図記号なのであるから、改正された国際規格にきちんと対応するのは当然であり、その図記号を理解していなければ、我々
日本人が海外へ渡航したときに不利益を被ることにもなる。図記号を変えることは義務ではない、などと、場当たり的な慰めをしてはならない。
今回の騒動は、国際規格審議の経過をもっとタイムリーに広く知らしめなかったことが問題。反省と対策をきちんと講じてください。

23 温泉

温泉マークに関して　国際基準にし日本の温泉マーク廃止　絶対反対　両方併記も反対　日本のマークのみ賛成日本の温泉マークは　明治の頃より使われるよう
になり国民に馴染み愛されたマークです　日本文化と言っても過言ではありません　外国人が間違えるからと言って　国民自ら固有の文化をなくし消滅させ国際規
格に統一するのはおかしい　日本に来る外国人の方々は日本文化に触れたくて来るのに日本文化をなくすのは　おもてなしではない　間違えるのも海外旅行の楽
しさの一つではないのか日本固有の伝統文化を大切にしていきましょう

24 温泉
新しい温泉の案内記号には反対である。図として美しくない。図として美しくかつわかり易いものにすべきである。このような醜い図が温泉地に張り出されると、恒久
的に温泉客が減少することになる。図を公募するなどして、美しい図にし、温泉客を増やすことに貢献できるものにすべきである。

25 温泉
当館（温泉旅館）といたしましては、慣れ親しんだマークで長年使用してきましたので変える必要はないと思います。また、そのために莫大なお金が必要になってくる
と思いますので、今までどうりでよいと思います。
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26 温泉

温泉マークについてのみ、意見を提出します。私は温泉愛好家であり、海外旅行も好きなことから海外の温泉も数百カ所訪ね、外国の温泉愛好家とも交流があり
ます。以下の理由から、従来の温泉マークを変える必用はないと思います。１）誰でも簡単に描ける。　従来の温泉マークは国籍や年齢を問わずに描くことができ、
親しみやすい。２）外国でも利用されている　日本の温泉に影響を受けている海外の温泉施設で日本の温泉マークをシンボルマークに利用しているところがある（例
えば豪Peninsula Hot Springs）。マレーシアの温泉に行った時も、幹線道路からの道案内板に温泉マークがごく自然に描かれていた。昨年行ったクロアチアの温泉
でも、日本の温泉マークによく似たピクトグラムを見た。３）日本通の外国人にとり、温泉マークを知っていることが自慢　海外の温泉愛好家はＳＮＳの投稿などで、
ごく自然に温泉マークを使っている。また、温泉愛好家ではない普通の旅行者でも、温泉マークを知っていることは「日本通の証」として、一種のステイタスシンボル
になっているように感じる。以上の理由から、従来の温泉マークを国際基準の新しいものに変える必用は全くなく、新しく日本に来る人たちに日本古来の温泉マーク
を教える方がずっと建設的だと考えます。むしろ海外のホットスプリングスと日本のオンセンの違いを示すことにもなって、文化の違いを示すことにもなるのではない
でしょうか。数百年の伝統を捨てて国際基準に迎合するのは愚の骨頂としか思えません。

27 温泉

番号5.4.9bの図記号についてであるが、現行の5.4.9aの図記号のみで温泉を示すことは十分であり、5.4.9bを併記することはかえって混乱をきたすのではないかと危
惧している。5.4.9bを併記したところで、国民一般感覚からすると5.4.9aに慣れ親しんでおり、新たに5.4.9bを表示する温泉事業者や地図製作者は少ないと推測され
る。5.4.9bを併記したところで使用頻度が低いことが予想され、稀に見かけた場合、5.4.9bの図記号を混浴施設と勘違いしそうになる。混浴施設と勘違いし脱衣所に
入ってしまうと、そこは異性の脱衣所であり、警察に通報され、逮捕されかねないという懸念も生じる。以上の点より5.4.9bを併記することは反対であり、5.4.9aの単
一表記が望ましいと存ずる。

28 温泉

温泉マークは、日本で従来から使用してきたマーク1つで十分と思います。併記はかえって外国人にも混乱を招くおそれがある。JISとISOの一致が必要なら、経済
産業省は国際標準マークの変更に尽力すべき。日本の温泉は世界に誇れる観光資源です。20年ほど前まで、外国人から、「他人同士が裸で風呂に入るの？熱い
のによく長く入っていられるね」という声を聞き、日本人は異質扱いされていました。それが今や、温泉は訪日観光客にとって人気の筆頭です。「ONSEN」という言葉
が日本独自の温泉スタイルを示すように国際認識されるようになりました。これはビジットジャパンキャンペーン等による関係者の努力の賜物です。温泉に限らず、
訪日観光客は日本独自の文化を楽しみに来ているはずです。わかりづらいという理由だけで、日本独自の温泉マークを変えてしまうのではなく、誇りをもって、日本
の温泉マークはコレですよ、と主張することが大切です。日本人なら誰でも、子供の頃からこの温泉マークを描いたことがあり、慣れ親しんできたはずです。マスコミ
は、温泉業者ばかりがマークの変更に反対しているかのように報じていますが、これは日本人のアイデンティティが問われている問題だと思います。以上のことか
ら、温泉マークは、日本で従来より使用してきたマーク1つで十分と考えています。

29 温泉

JISの「温泉マーク」とISOの「大衆浴場マーク」特質の異なる素晴らしい両者を上手く使い分けてほしい。ここでの目的は案内図用記号ですよね。日本の施設には
「天然温泉」もあれば「大きな温浴施設」もあります。是非とも東京オリンピックが無くとも海外からのお客様には両者を快適に楽しんで頂きたいものです。「温泉マー
ク」といえば地図記号として学校で教える伝統的な「あのJISの温泉マーク」しかありません。温泉は温泉法でも定義されており、温泉ということばを軽々しく案内図で
使われるのは相応しくありません。法律で定義された温泉へ日本人を案内するのであれば、学校でも教える温泉マークが相応しいでしょう。私は「大衆浴場マーク」
と呼んでいますが、新たに作られたISOのマークは、ピクトグラムとしてわかりやすデザインで、特に日本の教育を受けていない海外の方に直感的に伝わるものに
なっています。「大衆浴場マーク」とすれば、法令の温泉でなくても使いやすいと思います。国土地理院や教科書や教材で浸透した「温泉マーク」が存在するのに、
そのマークを墨で塗り潰し、上書きするように「温泉マーク」として新たなISOマークが提案された印象を受けましたが、本意ではないと信じています。新しいマークは
「大衆浴場マーク」と呼ぶべきだと思います。ホテル内のエレベータ内や廊下ではISOの「大衆浴場マーク」が案内図用としてわかりやすいと思います。２つの選択肢
を用意すれば国際感覚も身に着けた国民が、その時代に応じて使い分けていくでしょう。「温泉マーク」と「大衆浴場マーク」の２つにしていただけないでしょうか。

30 温泉 温泉マークは、昔からある日本独自の文化であり、観光の１つでもあります。なので、これからも現行の記号でいくべきだと思います。

31 温泉
日本で３００年以上使われている今のマークを変えたくないという意見と、２０２０年の東京オリンピックに向けて他国の人にもわかりやすいものに変えるという意見
があり、私が考えたのは両方のマークを使うという意見です。日本の人が見慣れたマークと新しく考えられたマークの両方を使うということで日本人も外国人もわか
りやすいマークを使ったらいいと思います。
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32 温泉

インターネット上に記号を説明したサイトを設立し、そのうえで、地図の場合は、地図上に記号の簡単な意味とサイトのＵＲＬを一緒に表記すると、その他の看板など
の場合は、英語でその記号の簡単な意味を記号と一緒に表記するとよいと考えます。理由は、オリンピックに伴いグローバル化していくことが大切。という意見と、
日本独自の文化である温泉などの記号を守るべき。という２つの意見を対立させておくのではなく、共存することが最も良い解決の方法と考えこのような意見に至っ
たからです。

33 温泉

訪日外国人数は20年前が384万人でしたが、観光立国を目指す関係者の官民一体の努力もあって4年前頃から急増して昨年2,400万人を越え、更に増加の勢いで
す。最近では温泉の浴場で外国人をよく見かけます。日本の温泉文化は訪日外国人にも人気であり、日本の観光の要でもあります。
その日本の温泉の象徴でもある3本の湯気の立つ温泉マークについて、経済産業省は国際規格としてマークの中に3人の姿の入った図の方が外国人に分かりや
すいと提案しました。この国際基準という人の描かれた温泉マークは温泉関係者と相談もなく従来の日本の温泉マークに人を入れてISOに登録され、その後に突
然、これが国際基準であるから使用しましょうと温泉関係者に求める姿勢に驚いています。
日本の温泉マークは群馬県磯部温泉地の万治4年（1661）の絵図に初めて登場し、今日まで350年以上の長きにわたり国民に親しまれ、熱海市や草津町の紋章、
国土地理院の地形図、あるいはデザインなどに用いられています。道路標識のように生命に関わることならまだしも、歴史や文化をもち、そして説明すれば一言で
容易にわかる記号でもあるのです。それを外国人に分かりやすいというだけで変える必要があるとは思えません。そもそもいかなる記号といえども、説明されて初
めて理解し、納得するものです。それに国や地域の独特な文化に国際基準を設ける必要は有りません。日本の温泉マークに3人の入った国際温泉マークは日本以
外の諸外国で盛んに使用されているのでしょうか。外国で見たこともありません。日本の温泉入浴は日本特有の文化です。観光立国とか観光先進国とは国や地域
の特有の文化を大切にすることです。日本はエコノミックアニマルでも文化の発展途上国でもありません。簡潔な3本の湯気の立つこれまでの温泉マークは堅持す
べきです。従来の温泉マークと3人の入った温泉マークとの並列が経済産業省の検討委員会で承認されたとの報道が有ります。しかし、個人的には、並列はその表
現の違いについて疑問や問合せなど一層の混乱を招くばかりでなく、どっちつかずの思考や行動は固有文化を劣化させるもので、反対します。経済産業省と検討
委員会には原点に戻ることを要望します。

34 温泉

温泉の記号なのであるが、これは「案内用」のものとしてはISOのものでもよいのであるが、デザインとしてはJISのものの方が良いので、その使用は可能としていた
だきたく考える。英語が平気される様な案内板ではISOのものでもよいのであるが（むしろ、他国人の者の利用を想定している場合、その方が望ましくもあるであろ
う。）、銭湯ののれん等に載せる絵としては、絶対的にJISの方が良いであろう。（これまでISOにせよ、というのは、日本人に対する拷問であると考える。）他国人の
ためにISO標準のものを使うのであればそれは良いが、JISも使用可能であり、またJISのもののみをのれん等にあしらったからといっても全く問題の無いものである
事を確実にしていただきたく思う。銭湯ののれんが、変更の強制又は強度の圧力によりISOのものになるのは問題である。意見は以上である。

35 温泉
温泉マークは新しいマークでも良く分かりません。旧マークと新マークを比較してどちらも分かりづらいので、まだ旧マークの方が良いと感じました。新マークにする
のであれば、もう少し分かり易いマークを検討した方が良いと思います。人物が3人である必要性や湯気が出ている必要性など、細かい点を検討しなければ、分か
りやすくするためのマークが複雑化してしまいます。

36 温泉 温泉マーク♨は不滅です。
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37

ベ
ビー
ケア
ルー
ム

ベビーケアルームについてです。母親として、排泄と飲食を一緒に示すということにまず違和感を覚えます。また、哺乳瓶であるということが、赤ちゃんは母乳では
なく哺乳瓶を抱えているのが自然な姿というイメージになってしまっていいのだろうかという疑問もあります。
そもそもお湯がある施設ということではなく、「授乳できるスペースがある」という意味であれば、授乳するスペースが必要なのは、母乳を飲ませる母親であって、哺
乳瓶で飲ませるなら道端でお菓子を食べるのと大差なくなにかスペースが必要とは思えません。ただお湯があってもそれが安全なものであるかは昨今の社会事情
から見て不安に感じることがあります。デパートやホテルでもポットに入ったお湯を置いていることがありますが、ベビールームの中にスタッフさんはいません。ポット
のお湯は厚生労働省の通達の温度なのか、異物混入などの恐れはないのか、などを考えると、そのような放置された状態のポットのお湯を使う人はどれくらいいる
のだろうと疑問に感じます。
海外の友人にこの図を見せてみたところ、左上の哺乳瓶は母乳育児シンボルマークhttp://www.mothering.com/articles/the-international-breastfeeding-symbol/
に変えたほうがいいのではという意見や、そもそもこのシンボルが広く使われている国もあると聞きました。JISがそうなっているとはいえ、世界的に広まっていると
は言い難いのかもしれません（北米、ヨーロッパ、ラテンアメリカの人数人に聞きました）。
2016年にヨーロッパに行きましたが、空港の掲示は現在の乳児用施設マークをよく見かけました。シンボルマークは抱っこしている人の性別も中性的で、現在の
様々なジェンダーの方への配慮をする社会・男女共同参画社会においてはうまくできていると感じますし、赤ちゃんを抱っこしている人の絵ですので、なにか赤ちゃ
んに関係するのだなということは文字がなくても伝わりそうです。これはいままでの乳児用施設のマークにも言えると思います。もともとは母乳育児のシンボルで
あったとはいえ理解される不変的なマークかと感じています。そのほかに、http://jalc-net.jp/sign.html#pictsign　のような授乳室マークもあるそうで、実際市役所な
どで採用されているのを見ました。こちらは抱っこしているのがおかっぱの女性に見えるという懸念を感じています。

38 ﾍﾞﾋﾞｰ
乳幼児用の施設のマークですが、授乳のマークがWHOの哺乳瓶を宣伝しない、という国際コードの趣旨に反しています。哺乳ができる場所という意味では、母乳を
あげている母（と子）のマークを付けていただくのが原則です（哺乳瓶が優先するイメージはいけない）

39 ﾍﾞﾋﾞｰ

国際標準と称してベビーケアルームに哺乳瓶マークを含めるのは時代錯誤であり、母子の公衆衛生・健康維持へ悪影響を与えるもので許容できない。
牛乳を原料とした人工乳が母乳育児を抑圧し、母子の健康に大きな被害をもたらした歴史を無視するものである。
母乳育児による乳幼児の急性期感染症の予防や母親の乳ガン・卵巣ガン・糖尿病の予防、さらには良好な母子関係構築や産後うつ軽減への影響など様々な科学
的なエビデンス(※1)が集積され、世界的な母乳育児の保護、支援、推進の動きが漸く日本にまで到達し日本での母乳育児が過半数になった経過(※2)を認識でき
ているのか？
ピクトグラムのような視覚的な記号が社会に与える影響を考え、そこに哺乳瓶マークを持ち込むことが、本来母乳育児の補完的なものに留まるべき人工乳による栄
養方法を乳児栄養の主流であるような意識を社会的に定着させることの恐ろしさを認識し、安易な改変を行うべきではない。

※1　Breastfeeding and Maternal and Infant Health Outcomes in Developed Countries  ; Evidence Report/Technology Assessment Number 153, Agency for
Healthcare Research and Quality U.S. Department of Health and Human Services, 2007
※　厚生労働省　平成27年度　乳幼児栄養調査
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/0000134460.pdf

40 ﾍﾞﾋﾞｰ
公共の場において、ベビーケアルームという名称にすることは良いと思いますが、マークは国際的に見てもありえないマークかと思います。哺乳瓶を描いて授乳室
と解釈させることは国際的に見ても遅れている発想です。現行のもののままとするか、お母さんが赤ちゃんを抱っこして授乳しているピクトグラムなどに変更すべき
と考えます。
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41 ﾍﾞﾋﾞｰ
公衆施設での哺乳可能であることを表示する場合、母乳育児が基本です。哺乳瓶育児は、母乳育児が不可能な場合に行うものであって、母乳育児と並列するもの
ではない。更に、哺乳瓶で飲ませるに当たって、特別に場所を限る必要は無いです。母乳育児は、守られて初めて可能になるデリケートなものです。母子にとって、
社会にとって非常に大切なものです。哺乳瓶を前面に出すことは、母子を虐待するようなものです。

42 ﾍﾞﾋﾞｰ

ベビーケアルームのマークについて、オムツ交換や授乳ができるということで、オムツを変える様子と哺乳瓶のマークがありますが、授乳を表すマークに哺乳瓶を
使うのは疑問に感じます。国際ラクテーションコンサルタントが定める授乳のマークは、直接授乳の様子が国際シンボルマークとして表されています。海外の空港
や地下鉄の駅でも、授乳室を表す場合、哺乳びんをモチーフにしたマークは廃止されている現状の中で、日本では哺乳瓶マークで示すのは、非常に遅れていると
言わざるをえません。再度検討を願います。

43 ﾍﾞﾋﾞｰ

わかりやすいという意見が多かったとのことですが、比べる対象がこの二つであれば、オムツ替えのシーンが入っていることが影響しているためと思われます。哺
乳瓶マークの必要性はありません。授乳室を必要とする人の過半数が母乳の授乳のために利用する。
厚生労働省の平成22年の乳幼児身体発育調査（http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/73-22-01.pdf）によっても調査された全ての月齢で母乳のみの方が半数を
超え、混合を含めれば、大半が母乳を飲ませています。したがって、ピクトは利用する対象を表すものであるべきです。さらに言えば、哺乳瓶での授乳では特に公
衆の眼を避ける必要はありません。是非必要としているのは直接授乳をされている母親です。
昨年、ランセットに掲載されたメタ解析では、母乳育児によって乳児の感染と不正咬合の減少、知能の向上と肥満と糖尿病の減少の可能性が示され、母親にとって
は乳がんの減少、出産間隔の増加と卵巣がん、2型糖尿病の減少の可能性が示されました。この結論は、低所得国でも高所得国でも母親と子どもにとって利益が
あるというものです。授乳するお母さんと赤ちゃんをきちんとサポートしている社会が必要であり、そのためには授乳の象徴に哺乳瓶を使う社会ではなく、お母さん
と赤ちゃんを使う社会が求められています。それを世界に示してください。文献）Victora CG, et al., Lancet 2016; 387: 475-90. Breastfeeding in the 21st century:
epidemiology, mechanisms, and lifelong effect

44 ﾍﾞﾋﾞｰ baby care roomとしては、哺乳瓶より母子の国際シンボルマークのほうが、適していると思います。

45 ﾍﾞﾋﾞｰ 授乳するのは母乳の方もいるので、哺乳瓶マークではなく赤ちゃんマークの方がよいと思います。

46 ﾍﾞﾋﾞｰ
現在のマークから、乳幼児の上にかがみこむ人間を横から見た図はおむつがえとわかります。しかし、哺乳瓶のマークは時代逆行です。母乳をあげる女性のイラス
トがかかれること希望します。できればトイレでご飯を食べるということになる赤ちゃんの環境を別々に区切るなどをしてほしいです。

47 ﾍﾞﾋﾞｰ
ベビーケアルームに、哺乳瓶の図は不適切です。母乳での育児の推進も計っている訳ですから、哺乳瓶が、子育てを意味することと捉えてしまいます。この図では
なく、どの国の人も、親と子がいっしょにいられる場所、授乳をできる場所であると分かる親と子の図案がよいです。

48 ﾍﾞﾋﾞｰ
授乳室ができる場所のサインは哺乳瓶よりもお母さんが赤ちゃんを抱っこして授乳をしていることが伝わるサインがあたたかみがありますし、わかりやすいです。小
さい子を連れての外出はお母さんにとって大変なことで、そのサインを見て、お母さんがほっとできるようなイメージを希望します。
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49 ﾍﾞﾋﾞｰ
ベビーケアルームの表示の哺乳瓶は、授乳という意味では、適切でありません。特にその場所で授乳する方は、直接授乳される方であり、赤ちゃんを抱いて授乳し
ている様子の図がある方が良いと思います。例えば２００６年の母乳育児の国際シンボルマークのようなものを、哺乳瓶の代わりに載せるとわかりやすいし、その
方が望ましいと考えます。

50 ﾍﾞﾋﾞｰ

授乳室のマークが哺乳瓶になるという案が通りそうですが驚きです。世界中が人工乳による乳児の死亡率、罹患率の上昇に危惧を抱き、WHO,UNICEFを中心とし
た母乳育児推進運動を始めたのは1970-80年代です。その後この動きは世界中に広まっています。日本でも多くの施設の授乳室のサインは母子の姿になっていま
す。私は小児科医ですが、日本を訪れた海外の方が哺乳瓶マークに驚き、日本の後進性に肩をすくめないマークに訂正されることを希望します。これはタバコも同
じです。

51 ﾍﾞﾋﾞｰ

ベビーケアルームの案について、意見があります。私は赤ちゃん訪問員をしていますが、訪問先のお母さんたちは母乳育児をしている方がほとんどです。それが自
然、という感じを受けます。人工乳よりも母乳の方が、赤ちゃんにとっても、お母さんにとってもまた家計の面でもいいということが、世間に浸透してきているのだと思
います。哺乳瓶のマークは時代に逆行していると思います。こちらのサイトに、お母さんが赤ちゃんを抱っこしているようなマークがあります。http://jalc-
net.jp/sign.htmlぜひこのようなマークを使っていただきたいと思います。よろしくお願いします。

52 ﾍﾞﾋﾞｰ
授乳室のマークにミルクでは、お母さんが安心して授乳できないのです。調乳室、おむつ替えコーナーとは、区別できるようなマークを希望します。例えば、参考：日
本未熟児新生児学会、日本母乳哺育学会、日本母乳の会、日本ラクテーション・コンサルタント協会、日本児童家庭文化協会が支持しているマークが、以下のサイ
トで紹介されています。http://jalc-net.jp/sign.html 　外出先でも安心して、赤ちゃんとお母さんが過ごせるような心遣いを感じられるマークにしてください。

53 ﾍﾞﾋﾞｰ

乳幼児施設（授乳室）のマークについての意見です。公共の場での授乳を快く受け入れられない方も少なくない現代において、赤ちゃんの権利として安心して授乳
の時間を過ごせる場所を表す標識は、大人が乳幼児を胸に抱くイメージが良いと思います。乳幼児を抱いてお世話することは各国共通の概念であり、母乳でも哺
乳瓶授乳でも乳幼児を胸に抱くため、どの方も受け入れやすいと思います。図柄自体にも優しさや思いやりがあることは、効率的・機械的にならざるを得ない現代
人にとって意味があると考えます。
授乳とおむつ交換はセットですが、おむつのマークですと、授乳できるか室内を覗かねばならず分かりにくいことがありました。また、哺乳瓶のマークですと、哺乳瓶
授乳は男性でも、個室以外でも可能なため必須とは言えません。個室以外の場合はファミリーのマークも表示してあると母親以外も利用しやすいと思います。

54 ﾍﾞﾋﾞｰ

オリンピックの成功を願っています。わかりやすい図の作成のために、このようにパブリックコメントを広く聴く場があることに、感謝いたします。授乳室やおむつ替え
設備などで使われているマークについて、「お母さんが赤ちゃんを抱っこしているイラスト」に変更を希望します。現在は「哺乳瓶のイラスト」が使われています。で
も、授乳室は、おっぱい（母乳）をあげるお母さんが、人目を気にしたり、プライバシーを保つために使うことも多くあります。人工乳をあげる、おっぱい（母乳）をあげ
るお母さんも、どちらも入りやすい場であったらと願っているので、「お母さんが赤ちゃんを抱っこしているイラスト」にできたらいいと思います。また、すでに日本ラク
テーション・コンサルタント協会（JALC）が支持しているこのマークに変更を希望いたします。http://jalc-net.jp/sign.html#mark（この「授乳室マーク」を日本未熟児新
生児学会、日本母乳哺育学会、日本母乳の会、日本ラクテーション・コンサルタント協会、日本児童家庭文化協会では全面的に支持しています）より良い図になる
ように願って、よろしくお願い申し上げます。
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55 ﾍﾞﾋﾞｰ

図記号について、多くの人にわかりやすいようにと協議を重ねていただくことをとてもありがたく思います。ただ、今回変更が検討されているなかで、『ベビーケア
ルーム』の新しい案については、授乳中の子どもをもつ母親として、かなりの違和感を感じ、「赤ちゃん」イコール「哺乳瓶」という潜在的なイメージがさらに広く浸透し
てしまうのではないかという危機感を感じています。母乳は赤ちゃんによいと多くの人が思っていても、外出時での母乳の授乳には寛容でなく、苦労しているお母さ
んもたくさんいます。それはスペースの問題だけでなく、周囲の環境も大きく関わるところです。
よく聞く声として、外出時は哺乳瓶を使うことがあたりまえだと考える人がいたり、外出先での授乳自体を否定的に言われたり、授乳を食事ではなく排泄と同じだと
考えている人もいるようです。また母乳は外出時にお母さんが準備する荷物が少なく作る手間なくすぐあげられる、哺乳瓶や粉ミルク関連のものを持ち歩くほうが荷
物が多くなり調乳する場所や時間が必要となってくる、という違いがあることをよく知らない人も多いようです。商業施設などでは、乳幼児設備に哺乳瓶マークが使
われているところもあるようですが、スポンサーや取引先など金銭がかかわる施設だと、排除しがたい面もあるのかと思います。ただ、国として図記号を提示するの
であれば、広く国民にとっての利益が高いことが大事だと思います。（厚生労働省でもWHOでも、母乳が赤ちゃんにとってよいものだと伝えているでしょうし、健康に
育つことは、人間としての利益でもあり、健康保険料削減などの経済面での利益もあるかと思います。）『ベビーケアルーム』をひとくくりにして、ひとつの図記号であ
らわすことに、不都合があるのかもしれません。オムツ替えや粉ミルクの調合のように男女問わず入れるスペースと、女性だけの授乳スペースをわけて表示する必
要はあるのだと思います。いま現在、すでに赤ちゃんイコール「哺乳瓶」とついてしまっているイメージを、今回の図記号変更をきっかけとして、そのイメージから脱す
ることを日本から世界へ発信するすることは有意義であると考えます。
哺乳瓶を使わないデザイン、例えば、人が子どもを抱っこしているような図であったり（海外では授乳室はそのような図であることも多いようです）、オムツ替え・調乳
設備・授乳室はそれぞれ違う図記号を使うことで、よりわかりやすいサインになるとも思います。授乳室を含めたベビーケアルームをひとくくりにして、赤ちゃんが哺
乳瓶と関連づけられるような新しい図案にすることは反対し、さらなる検討を希望いたします。

56 ﾍﾞﾋﾞｰ
新しいマークになるとのこと、楽しみです。「ベビーケアルーム」という名称も馴染みやすいですね。ＩＳＯ図記号（5.1.32）への変更とありましたが、赤ちゃんのお世話
を含め、赤ちゃんを大事にするという意味をこめて、日本ラクテーション・コンサルタント協会で紹介されている、授乳室ピクトサイン1　を提案します。http://jalc-
net.jp/sign.html

57 ﾍﾞﾋﾞｰ

おむつ交換と哺乳瓶のマークでは、母乳育児中の母親が安心して授乳ができる設備かどうかが伝わりにくいと思います。　父親＝男性も入室できるスペースで母
乳での授乳は敬遠したいものだと思いますが、哺乳瓶マークでは、誰でも入れる場所のように感じられます。男性は立ち入り禁止で女性のみが入室できる授乳ス
ペースですら個室であることを希望する母親が多いことはご存知でしょうか。どこででも赤ちゃんの食事なのだから、と気にせず授乳できる母親もいれば、そうでは
ない母親も多くいます。
なので、おむつ交換を示す乳幼児の上にかがみこむ人間を横から見た図はあってもよいと思うのですが、哺乳瓶ではなく、母親が乳児を抱いている図のほうが適
切ではないかと思うのですが、いかがですか？添付したファイルは、日本ラクテーションコンサルタント協会の推奨する授乳室のピクトサインと、母乳育児の国際シ
ンボルマークですどちらも母親が乳児を抱いている図です。乳房や母乳に限定した画像でもないので、粉ミルクで育児をしている母親が傷つくのでは？という心配
も必要ないかと思われます。以下にこれらのピクトサインとシンボルマークについての記述があるサイトのアドレスも添付しておきますので、ご参考にしてください。
http://www.jalc-net.jp/sign.html#pictsign
また、「母乳代用品のマーケティングに関する国際規準」についてもご存じでしょうか。シンボルマークに哺乳瓶の絵を使用するということは、日本は国をあげて粉ミ
ルクでの育児を推奨しているのかと誤解されても仕方がないかもしれません。粉ミルクは必要な乳児と母親にのみ使用されるべきであり、国家機関である厚生労働
省も母乳育児を推進している、前述の「母乳代用品のマーケティングに関する国際規準」にも賛成の意思を表明している日本という国で、哺乳瓶の絵をピクトサイン
に使用するというのは、いかがなものかと思います。どうか母親が乳児を抱いている画像に変更することをお考えいただきたいです。

58 ﾍﾞﾋﾞｰ
5.1.32-1のベビーケアルームは、授乳ができる場所だということが伝わらないと思います。ミルク瓶の絵からイメージされるのは、調乳設備があるよ、ということ。母
親が胸を出して授乳できる場所かどうか、ということは伝わらないのではないでしょうか？赤ちゃんを抱いて授乳している母親のイラストなどを加えて、乳房からの授
乳ができる場所だということを、はっきり知らせた方が良いと思います。
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59 ﾍﾞﾋﾞｰ
乳幼児設備について　授乳設備を必要としているのは、母乳育児をする母親も同じです。哺乳瓶が授乳のイメージとするのに違和感を感じます。以下のサイトにあ
る授乳マークの使用をご検討ください。http://jalc-net.jp/sign.html

60 ﾍﾞﾋﾞｰ

今回ベビーケアルームのマークに哺乳瓶が記載されたものが提案されました。私は小児科医として30年間母乳育児をしているお母さま方を支援しております。お母
さま方は公共の場で安心して授乳できる場所を希望されています。でも、設置されているところは限られており、トイレで授乳せざるを得ないこと があると聞いており
ます。母乳育児中の母親が安心して赤ちゃんに授乳できる場所としてのマークとしては 今回の提案の図は不適切だと思います。なぜなら、哺乳瓶での授乳は男性
でもできるからです。哺乳瓶マークにしてしまうと、だれでも入室でき、母親が安心して授乳できる場 所でなくなってしまうからです。以下の母乳育児の国際シンボル
マーク　を使用いただくことをお願いいたします。http://www.mothering.com/articles/breastfeeding-symbol-downloads/

61 ﾍﾞﾋﾞｰ
まずは、外国人が対象なら、外国人の意見を取り入れやすいパブリックコメント募集方法でやるべきではないでしょうか。オムツ替え台と哺乳瓶を合わせたデザイ
ン、特に中性的な人物が描かれているマークが、落ちついて授乳できる（母乳を与える）場所を表すとは思えません。日本の小児に関わる団体が進めている赤ちゃ
んを腕に抱くお母さんのマークの方がよほどわかりやすく、お母さんにも優しいです。海外で評判になっている日本の暖かいおもてなしを示していると思います。

62 ﾍﾞﾋﾞｰ 母乳を与えるスペースがあれば、赤ちゃんを胸に抱く母のマークがあれば外国人にも分かりやすいのではと思いますが。

63 ﾍﾞﾋﾞｰ
授乳室の案内について。哺乳びんとオムツ替えの絵だけでは、授乳できるかどうか分かりません。母乳育児中のお母さんには、男性も入れる場所かとも勘違いさ
れます。お母さんが赤ちゃんを抱っこして、授乳を表すピクトグラム、追加すると、安心な授乳スペースがあるとわかります。

64 ﾍﾞﾋﾞｰ

5132ベビーケアルームに決定ということだそうですね。でしたら、調乳コーナーやおむつ替えスペースとは別に母乳を授乳しているお母さんが安心して使用できる設
備があることがわかる補助図記号が示されていることが望ましいとの文言を併記してください。「母乳の授乳室があることがわかる補助図記号があることが望まし
い」調乳設備が人工乳を与えているお母さんの外出を助けるものになるでしょう。この温かな配慮と同様に母乳育児をしているお母さんへの配慮も必要としているこ
とにご理解ください。

65 ﾍﾞﾋﾞｰ

色々な意見要望に応えるのは難しいと苦慮されていらっしゃることでしょう。すでに提案されている図案に決まるということが前提、ということがわかったので、「授
乳」という言葉の中に調乳も母乳を授乳するお母さんもあらわしても差支えないということは、無理があるよ！ということを理解してください。文言としても望ましい言
葉を入れるような注釈をつけてもらえるように経産省の方やピクトグラム委員会の中で認識してください。「お母さんが安心して母乳を与えられる授乳室があること
がわかる補助図記号があることが望ましい」という言葉は、必要としている。調乳室が人工乳を与えているお母さんへの配慮でしたら、母乳を与えているお母さんへ
の配慮もお願いします。
http://jalc-net.jp/sign.html#pictsign　知恵と経験の豊富な皆さまだからこそ、弱者への配慮を形にしてください。

66 ﾍﾞﾋﾞｰ

ピクトグラムの授乳室、ベビーケアのサインですが、哺乳瓶はＷＨＯコードに抵触するかと思います。　http://www.web-
reborn.com/humanbirthpark/breastfeeding/who-code.htm　ピクトグラムサインは直感的に刷り込みされるので、将来出産育児する次世代すらも「粉ミルクの販売戦
略」に影響されると思います。すでに、その影響がでてしまっています。災害時に、母子ともに逃げ延びても物資がなく、乳児に与える栄養がない、などの危機的な
状況が3.11の際にもあったかと思います。防災対策としても母乳率を上げていくことは必須かと思いますので、決して哺乳瓶を安易に用いないようにしてください。
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67 ﾍﾞﾋﾞｰ

今回の提案の5.1.32ベビーケアルームの図記号の提案に関し、母乳育児支援ネットワーク(BSN)では以下の三点が問題であると考えています
　(1) 男女ともが安全に調乳できる調乳室と女性が母乳を与えるための授乳室のニーズの違いが反映されていません。男性も育児に参加することがますます期待
されている昨今、男性も調乳がしやすい調乳室や調乳設備が整備されることは、育児をしやすい社会に向けて必要なことです。しかし、母乳を安心してあげられる
場所がないために外出を控えたり、やむなくトイレで授乳している母親が多いのも現実です。単に授乳ができる設備では、授乳期のお母さんのニーズに十分に応え
ることはできません。図記号でも、母親が安心して母乳を与えられる授乳室をわかりやすく表示するものが求められていますが、今回の図記号はその点があいまい
です。
　(2)国際的にも母乳育児の意義は再評価されています。災害の多い日本では、赤ちゃんを安心して育てるための自助として母乳育児に注目が集まっており、母乳
で育てることを尊重する社会が求められています。日本では、WHOが推奨する「母乳代用品のマーケティングに関する国際規準」(各国に粉ミルクメーカーの母乳よ
りも粉ミルクがいいと思わせるような販売促進を規制する法制度の整備を求めるもの)への対応が遅れているため、哺乳瓶が気軽に赤ちゃんの世話に関わるマー
クとして使われていますが、海外では粉ミルクを勧めるような表示は厳しく制限されている国もあります。粉ミルクを与えることと母乳を与えることを哺乳瓶で包括的
に示すことは不適切だと考えます。
(3)検討委員会に子育ての代表者が入っていません　今回の外国人にも理解されやすい案内用の図記号を検討する委員会には現役の子育て世代を代表する委員
に子育て支援を行っている団体の代表が入っていません。このマークについて検討段階で関係者に十分に意見聴取をした様子は議事録からは読み取れません。
また視認性試験•理解度試験*1の対象には日本人（高齢者、障害者を含む)とされていますが、子育て中の人はは含まれいていません。当事者の声が十分に反映
されていない今回の案には賛成できません。

母乳育児支援ネットワーク(BSN)からの提案
子育て中の母親が最も必要としているのは安心して母乳が与えられる授乳設備であること、また、今回の検討がオリンピック・パラリンピックの開催を契機として日
本に来る外国人でもわかりやすい案内用図記号の検討であることを考えると、国際的に定着してきている下記のマークをお母さんが安心して母乳を与えられるス
ペースを示す図記号として採用していただくことを提案します。海外では、雑誌Motheringで募集したお母さんと子どものマークを女性が安心して授乳できるスペース
を示すものとして使おうという流れがあり、昨年の世界母乳育児週間*1のポスターにも使われました。また日本でも多くの専門家団体が母と子をモチーフとした授乳
室のマークを提唱しています。このマークは日本未熟児新生児学会、日本母乳哺育学会、日本母乳の会、日本ラクテーション・コンサルタント協会、日本児童家庭
文化協会にも全面的に支持されています。http://jalc-net.jp/sign.htmlお母さんが安心して赤ちゃんに母乳を与えられる場所がすぐにわかるような図記号が日本で
も必要です。日本でもこのような図記号が普及するよう検討が必要です。

* 毎年8月1日から7日は世界母乳育児週間として、母乳育児の価値を尊重し、お母さんにやさしい社会をめざそうという目標を持って様々な取り組みが世界中で行
われています。1992年からユニセフ、ＷＨＯと乳幼児栄養に関する支援を行う国際ＮＧＯが協働して実施しており、今年で26年目になります。

68 ﾍﾞﾋﾞｰ
乳幼児の上にかがみこむ人間を横から見た図は、わかりやすいと思います。哺乳瓶の外形図を配置してありますが、授乳施設は母乳を与える場所の明示が必要
だと思います。哺乳瓶の授乳は、男性（父親）も行うので、母乳を与えている場所か否かは、男性（父親）の入室可否に関わるからです。

69 ﾍﾞﾋﾞｰ

今回の変更でオムツ交換と授乳(ミルクのみ)を一緒に、ベビーケアルームとしていますが、これは別々にすべきです。具体的には、オムツ変えの出来る表示と授受
室(母が赤ちゃんを抱いているような図の表示です。理由は、1.授乳には母乳と人工乳があり、母乳栄養の親はこの表示だと使用ができないと思ってしまいます。現
状では約半数の親です。授乳室の必要性は、母乳をどこででも飲ませることができないことに困っています。人工乳の場合の困りごとは、お湯が欲しいことであり、
ミルクは父親等も含めどこででも授乳ができます。必要なものが違います。
2.近年、男性も子どもを連れて外出することが多くなり望ましいところです。しかし、この図だと授乳室があるため女性が母乳栄養をしている可能性もあると思いがち
です。そうであれば、男性が入れないエリアとなり、男女共同参画の視点からも問題が出ます。
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70 ﾍﾞﾋﾞｰ
ベビーケアルームについて　ＩＳＯ図記号においては、哺乳瓶とおむつ交換の図が記載されているところ、成田空港においては、トイレ等おむつ交換の設備のみ整
備されている場所もあります。ついては、当該図記号から哺乳瓶を除いた図記号も併せて整備されれば、お客様にも適切にご案内ができますので、ご考慮いただ
けますようお願い申し上げます。

71 ﾍﾞﾋﾞｰ
授乳室のマークについて　おむつ替えのサインと、哺乳びんのマークでは、赤ちゃんを抱いて胸から授乳する人に配慮されていません。母乳は常にで続けているも
のです。外出先でも。安心して授乳できる場所のサインをお願いします。

72 ﾍﾞﾋﾞｰ

オリンピックを見据えて、授乳室のマークが変更になるとのことです。

●以下を要望します。
１、日本の小児に関わる専門家の団体が勧めているマークのような赤ちゃんを胸に抱くお母さんのマークが、落ち着いて授乳できる(母乳を与えられる)スペースを
示すために使われていたら、外出先でも安心できると思います』
２、授乳室は、男性の目の心配をする必要のない、女性だけが使用できて、閉じられた、安心しておっぱいがあげられる場所にしてください。
以上を強く要望します。

授乳といえば、母親の乳を子どもに直接母親の胸から飲ませることを指します。ですので、授乳室は、男性の目線の決してない、安心してゆったりと胸をはだけて
おっぱいを飲ませるための閉じられた場所でなくてはなりません。が、哺乳瓶とおむつ交換台のデザインでは、落ち着いて授乳できる(母乳を与える)スペースを表す
とは言えませんし、実際にそうです。男性や、誰が入ってくるかわからないところでは母親はおっぱいを安心して飲ませることができません。
授乳行為は原始の本能と直結しているため、警戒心や緊張感により、母乳の分泌がおさえられることもあるのです。安心して授乳したい、安心なところでないと落ち
着いて授乳できないという気持ちは、哺乳動物として自然に湧き上がる感情であり、反応です。待ったなしの乳幼児のおっぱいへのニーズにすぐに応じたいのに、
男性が入ってくる場所かどうか確かめてから、授乳のニーズに応じるかどうか決めるなどということにはそもそも無理があります。

哺乳瓶マークについて。
日本の津々浦々で乳幼児を胸に抱いてゆったりとおっぱいを飲ませる自然な行為をお母さんたちがされていますが、人間として当然のその行為を無視した哺乳瓶
のデザイ
ンの授乳室マーク。このマークは、私も含めた、おっぱいを子どもにあげて育ててきた非常に多くのお母さんたちにとり、自分たちの自然な母乳育児の営みを、社会
では受け入れていないよというメッセージに感じます。母乳を飲ませるという自然な授乳行為が、哺乳瓶というマークで象徴され置き換えられていることに非常に違
和感や抵抗があるとともに、哺乳瓶マークの授乳室と称される場所からは、母乳の母子が排除されている感じすら受けます。
早くこのマークが多くのお母さんがひそかに強く望む、母乳育児を表すマークに改められないかと願っていました。ところが、今検討されている授乳室のマークが、
おむつ替え台と哺乳瓶が合わさったデザインとなっているとのこと。日本はミルクに比べ、ずっとおっぱいで育てているお母さんの割合が多いのですが、どのような
方たちがこのマークに賛成されていますか？聞きたいです。実際には、外出先で、現在母乳育児中のお母さんたちは切実に授乳室へのニーズがありますが、当事
者の母乳育児中のお母さんに多数聞かれましたか。母乳育児経験のある非常に多くのお母さんから意見を吸い上げられましたか。少なくとも、私の周りのお母さん
たちはこのパブコメのことは一人もご存じありません。当事者の気持ちが一番大事ではないでしょうか。母乳を安心して飲ませたい当事者のお母さんを置き去りにし
た案ではなく、当事者が実際に望んでいる、そして、しっくりするマークと授乳室を作ってくださるようにお願いします。
また、哺乳瓶マークは、WHOの母乳代用品の流通に関する決議にも反し、哺乳瓶を宣伝することになるので国際化に逆行します。国際的な決議すらふまえていな
いのでは、先進国とはいえません。よろしくお願いします。

73
救護
所

５．１．４の救護所の緑地に白十字は、言うまでもなく『労働衛生旗』と同じです。操業中の工場に、ケガをした外国人が押し寄せることはないでしょうか？
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74
救護
所

救護所の新案は分かりにくいと思います。日本の高齢者だと分からないのではないでしょうか。乗り換えはもう少し分かりやすくならないものでしょうか。出発の意味
合いは分かりますが、乗り換えるの意味が伝わりにくく感じます。

75
救護
所

救護所の図記号について　労働衛生旗と類似のデザインであり、救護所の近隣に工事現場があるだけで混乱が発生するのではないかと思われるため、賛成でき
ない。

76
救護
所

.救護所の新しいマークのような単純なものは、それ以外の意味としても、すでに使用されています。法的拘束力がないことは、理解しているが、変更を想定して移
行期間を設けていると考えていいのでしょうか？

77
駐車
場

「駐車場ⓟ」案内表示について、現在、国際規格での表示を２年後に変更することを御検討されているとのことですが、以下の点について御教示ください。今回の対
象は、パンフレットや地図といった案内のⓟマーク標記が対象であって、道路上の看板や標識のⓟマークはもとより、駐車場の入口（管理敷地内）に掲げるⓟ看板
も対象外、従来どおりでよろしかったでしょうか。

78
駐車
場

駐車場について　ＩＳＯ図記号においては、「P」と乗用車が記載されているところ、成田空港における駐車場は普通乗用車に加えて大型車及び二輪車も利用するこ
とができます。ＩＳＯ図記号を使用した場合、普通乗用車以外の車両を運転するお客様に対し、駐車場を利用できないとの誤解を与えてしまうことが懸念されます。

79 全般
感情論になってしまいますが。愛着を強く持っていたり、既に現在の表示になれた日本国民も多くいます。外国人観光客向けの市販の地図等に限定し公共の場所
や個人経営の店への変更は任意とすることを望んでいます。

80 全般
伝統ある日本の標識を変える必要はまったくない。生命に関わるようなマークではないのだから、このままでよろしい。外国に来たらこの程度のマークを学ぶのも旅
行の楽しみの一つである。

81 全般
オリンピックの時は世界中の人が来ますが、ゴミを平気で道に捨てる国が結構多いです。ゴミを捨てるな持ち帰れ」を表す記号が必要ではないか。ご検討をお願い
します。必要と決定したら広く募集して下さい。

82 全般

「手荷物受取所」「ベビーケアルーム」「乗り継ぎ」「温泉」にあるように「人」を併記したところが、何故？って感じです。日本人、アメリカ人、フランス人の違いがあって
も、全て「人」に対して案内するわけで、手荷物をピックアップするのは「人」ですし、乗り継ぐのも「人」な訳で「人」は不要です。よりシンプルにかつ認識しやすくする
ためにも無駄を省いたものであって欲しいです。また、「Parking」にしても、多くが車道で案内すると思われます、駐輪場と区別するためでもないと思いますので「車」
は不要あり現行JISの「P」で十分だと思います。「車」「自転車」については補助的に扱いで良いと思います。「ベビーケアルーム」の乳幼児は別として、「人」「車」は
省いたものが良いと思います。「駐車場」「手荷物受取所」「ベビーケアルーム（ベビーケアルーム）」「乗り継ぎ」「案内（案内所）」「温泉」については現行JIS図記号の
方がピクトとして適していると思います。

83 全般 改正する必要なし。これを改正しようとした学者って馬鹿だわ。これ以上望むなら写真でも貼り付けろ無能ども。
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84 全般
危険、生命に係るようなこと以外は、いままでのマークを使うことが当たり前。マークひとつにもお国がらからできたものであり、それを否定してしまっては、観光本来
のその土地の光（文化、風習＝個性）が輝かなくなるのではありませんか。

85 全般
マークを変える必要があるのでしょうか？日本に来るなら日本のルールを学んで来れば良いだけでは？迎合するのではなく、「日本ではこうです」という姿勢を貫い
てほしいと思う。日本国は日本人を最優先に考えて法を整備していただきたい。

86 全般
.図記号は、規格書の範囲内であれば、商用も含め、自由に使用することは可能になるのでしょうか。
現在の図記号は交通エコロジー・モビリティ財団でダウンロードが可能になっていますが、新規格の図記号も、予定はあるのでしょうか？

87 全般
自分たちもユニバーサルデザインのように外国人向けの方が分かりやすいし、歴史などを考えていたら日本は前進できないと思う。また、日本人はそのような変化
に対応できるので、新記号を使った方が良いと思う。

88 全般
外国の方のために記号を変え、日本人が混乱してしまってはもともこもない。外国の方も日本独自の文化を見たいと思ってると思うのでこれからも現行で行くべきだ
とおもいます。

89 全般
昔からあるマークなので地域との結びつきも強いと思いますし、日本の文化の一つだと思うのでできれば変えてほしくありません。また、日本に来たなら日本に合わ
せてもらえばいいと思います。日本が世界に合わせてばかりいたら日本が日本じゃなくなってしまうと思います。また、私はあのマークが好きです。

90 全般
田舎に外国人はあまり訪れないと思います。なので、日本全国で新しいマークにする必要はないと思います。日本独自のマークを守りつつ、オリンピックに向けた外
国人にわかりやすいマークを一部の地域だけで使用するとよいと考えます。たとえば、都市などの外国人が多く集まるところなどです。必要な場面で新しいマークを
有効に活用し、新たな日本を築いていってほしいです。

91 全般

当社のピクトグラムは、JIS Z8210「案内用図記号」及び標準案内用図記号を基本としております。JISで規定されていないものは、JISのイメージと整合したデザイン
で設計し、国際標準を目指した理解しやすいものを使用するよう心がけております。この点において、当社のピクトグラムの考え方も、国際標準機構であるISOが制
定している図記号を取り入れていくという改正方針に一致しております。一方で、空港利用者にとってわかりやすい誘導を考えると、インバウンドのお客様が、自国
でのピクトグラムと日本の空港におけるピクトグラムが異なる場合に混乱されることのないよう、シンプルなデザインで視認性の良いもの、かつ主要空港で多く使用
されている図記号を採用する必要があると考えております。国内外の主要空港のピクトグラムを調査したところ、必ずしもISO図記号の使用例が多いわけではあり
ませんでした。特に「駐車場」「手荷物」図記号については、ほとんどが現行JIS図記号あるいは類似記号であり、表示自体もシンプルで視認性も良く、分かりやすい
と考えております。「乗り継ぎ」図記号については、現JIS図記号及び変更案ともに類似のものはあるものの、変更案類似のものはサインとしては不統一であり、表
示も細かくなるため視認性も良くないと考えられます。よって、この３つの図記号については、現JIS図記号を継続する事をご検討頂けませんでしょうか。また、「ベ
ビールーム」図記号については、国内外の主要空港において、現JIS図記号が多用されていますが、ベビーベッド・ベビーケアルームの両方の意味で母子とベッド
の組み合わせ図記号も多用されています。その他、「ベビーベッド」「母子」「赤ちゃん」「哺乳瓶」の組み合わせによる様々な図記号がありますが、いずれも特に誤解
なく認知されているものであるため、一種類に限定せず、立地環境・設備内容により選択できるなどの自由度を持たせるのが望ましいと考えられます。2020年東京
オリンピック・パラリンピックに向け、今後、インバウンドのお客様の増加が見込まれることを踏まえ、シンプルかつ視認性に富み、海外主要空港で広く使用されてい
る図記号をご検討・ご採用いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

92 全般

移行期間について　成田空港においては、上記２種類の図記号に加え駐車場、手荷物受取所、救護所、乗り継ぎの図記号を使用しており、天井吊下げ表示や自
立式案内表示等、相当数の案内表示にこれらの図記号が使用されております。図記号が改正された場合、２０２０年オリンピック・パラリンピックに向けて、できる限
り変更することといたしますが、空港内すべての図記号を変更するには相当の期間を要しますので、２年間の移行期間の延長につきご配慮いただけますようお願
い申し上げます。
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